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研究成果の概要（和文）：本研究課題では，会話インタラクションによる会話参加者間での相互

信頼感構築過程に着目し，その理論的モデル化および関連する巨視的会話構造の自動抽出手法

開発を目標として研究を行った．相互信頼感構築会話コーパスの構築、共関心調整概念に基づ

く会話による相互信頼感構成過程のモデル化、および共関心調整モデルに基づく会話相互信頼

感構築過程分析の成果を得た． 

 
研究成果の概要（英文）：This research was aimed at establishing a computational model of 

the process of mutual trust formation and its maintenance through dialogue and 

conversational exchanges.  Medical domain dialogue data were collected to obtain 

conversational corpus that constitute the empirical basis for the research.  The idea of 

‘concern alignment’ was then proposed to describe the trust formation/maintenance 

processes, and analysis of medical domain dialogues was conducted to support the model. 
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１．研究開始当初の背景 

(1) コミュニケーション支援技術: 研究開始
時点までのコミュニケーション支援技術研
究では，主にシステム・ユーザ間の二者対話
を対象とした音声対話インタフェース構築
を中心として、会議などの多人数環境でのコ
ミュニケーション支援へと拡張する目的で、
伝統的なユーザの発話の意味理解と適切な
応答生成の技術に加えて、会話の番交替や参
与構造認識技術の研究が開始されていた．こ

れらの研究では，いつ誰が誰に向かって話し
をするかという会話場の性質をとらえるた
めに、言語情報に加えて非言語情報の分析が
大きな課題となっていた．一方、会話参加者
の非言語的活動は会話の目的やタイプによ
って大きく異なり、それを無視した一般化は
困難なことが認識されてきた． 
(2) 信頼研究: 現実の人間同士の会話コミ
ュニケーションは、単なる情報伝達だけでな
く、合意形成と信頼形成の重要な機能をはた
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すことは明らかである．しかし、人間同士の
信頼研究では、囚人のジレンマ状況での行動
選択の社会心理学的研究のように多くはコ
ミュニケーションを伴わない設定で信頼研
究が進められて来た．一方、インターフェー
スエージェント研究では、身体動作や音声韻
律の同調が共感など正の関係構築に寄与す
ることが示されてきた． 
  

２．研究の目的 

本研究課題では，人間同士の対面会話イン
タラクションの中で相互信頼感の形成される
過程に着目し，相互信頼感形成に貢献する巨
視的会話場構造の計算論的モデルを開発し，
対面会話インタラクションにおいて交換され
る言語的・非言語的情報の統合に基づいて巨
視的会話場構造の抽出手法を開発することを
目的とした． 

(1) 相互信頼感構築会話コーパスの構築:  

研究推進のための基本資料として、医療場
面など会話参加者間の相互信頼感構築が会話
進行に重要な役割を持つ現実の場面での会話
を音声・映像収録し、コーパスデータとして
整備する、 

(2) 会話相互信頼感構築過程のモデル化とコ
ーパス分析 
会話インタラクションの中で相互信頼感

構築に寄与する機能を果たす会話行為を認定
して、それらの行為によって相互信頼感構築
が進む過程のモデルを構築する．さらに、そ
のモデルを適用して、(1)で収集したコーパス
データの分析を行い、モデルの有効性を検証
する．モデルが取り扱う範囲には次のような
会話構造が含まれる． 
①話題遷移構造: 会話場における話題展開の
構造．話題の提示・転換，話題の階層的埋め
込み，話題遷移の形態と前後の話題間関係と
の相関,話題転換を主導する参加者の特徴付
け等が含まれる． 
②会話進行制御構造: 会話場における参加者
役割制御の構造. 話し手・聞き手役割の割
当・遷移の制御手続き，円滑な会話進行と割
り込みや会話の分離のような逸脱現象の判別，
会話進行に関与する中核的構成員の焦点化等
が含まれる． 

③評価態度構造: 会話場において参加者が話
題情報あるいは他者に対して相互に抱く評価
的な心的状態によって構成される構造. 話題
情報に対して抱く正負の評価態度，他者に対
する親近感，知識共有の程度，意見の異同等
が含まれる． 
 

３．研究の方法 

(1) 相互信頼感構築会話コーパス作成 
会話を通じた相互信頼感形成に関する実証

的研究基盤とするために相互信頼感構成会
話の収録を行い，コーパスとして整備する．
会話題材として，福島県須賀川市公立岩瀬病
院の協力を得て、特定健康診査(メタボ健診)

後の特定保健指導を対象として、保健師と受
講者との対話を収録した．会話の自然性を保
つために全方位カメラおよび多チャンネル
収録マイクロフォンを備えた小型の会議収
録装置を用いる．収録の状況を図２に示す． 

 
図 2. 相互信頼感構築会話コーパス収録 
 
(2) 会話相互信頼感構築過程のモデル化とコ

ーパス分析 
会話進行を図３に示すように、基盤化操作

による信念共有、合意形成による意図共有、
相互信念構築による価値共有の三階層からな
るととらえ、相互信頼感構築に寄与する会話
参加者の会話行為のモデル化を行う．さらに、
そのモデルを(1)で収集した会話コーパスに
適応して分析を行う． 
 

 
図３. 相互信頼感構築の三階層モデル 
 
 

 

 

 



 

 

 
４．研究成果 
(1) 相互信頼感構築会話コーパス 
福島県須賀川市公立岩瀬病院において、特

定保健指導講習２件、特定保健指導対話７件
のセッションの音声・映像収録を行い、全体
で５時間程度の会話データを得た．全会話の
書き起こしを行い、相互信頼感構築会話コー
パスとして整備した． 
 
(2) 会話相互信頼感構築過程のモデル化とコ
ーパス分析 

相互信頼感構築の過程では、会話参加者は
お互いに自分が価値を置くことがら(関心)
を表明し、それを相互に評価し了解し合う
(共関心構成)ことが価値共有につながると
考え、それに貢献する会話行為として以下の
三種類を設定した． 
①関心の導入 
ある論点に関して会話参加者同士が何らか

の合意を形成するに当って, 会話参加者がそ

れぞれ有している主観的な価値判断基準を表

明する. 特定保健指導場面では, 保健師の立

場からは, 血圧, 血糖値やコレステロール値

などの健康診断指標改善の必要性が該当し, 

受講者の立場からは, 仕事が忙しくて食事が

不規則になる, 酒や煙草が好きでやめたくな

い, 暑くて屋外での運動はつらいなどの言い

分が該当する. 
②関心に対するに主観的重要度評価表明 

導入された関心に対する主観的重要度評

価軸に対して, 会話参加者は主観的態度表明

を行う. 主に正あるいは負の評価表現の発話

によって行われる. 明示的言語表現だけでな

く, あいづちや，音声韻律, うなずき, 視線

配布などの非言語的手段によっても主観的態

度表示がなされる． 
③関心の擦り合わせ 

関心の共有は合意形成の準備段階である. 

提示された関心が肯定的に受け止められて共

有化された場合には, その関心を共通前提と

して合意形成にむけた次のステップへと会話

が進行する. 一方, 提示された関心が否定的

に受け止められた場合には, 関心に関する対

話参加者間での擦り合わせが必要となる. 関

心の擦り合わせには、絞り込み交渉、他者配

慮、共通体験言及などのパターンが存在する． 

相互信頼感構築会話コーパスの分析によ

って得られた関心擦り合わせの絞り込み交渉

パターンの例を図４に示す．ここでは、体重

を減らすために, 保健師A が「食べる量を少

し減らす」という関心を提示したのに対して, 

受講者B は「自転車」という代わりの関心を

提示することによって保健師の関心に対する

負の重要度評価を示している. さらに保健師

A はそれを「通勤」と結び付け, 最終的に「自

転車通勤」という提案で両者は合意に至って

いる. このようにいくつかの関連し合う関心

の提示・交渉を通じて関心の擦り合わせを行

うことが、両者にとって納得の行く合意形成

に結び付いてる． 

 

 

図４. 関心の擦り合わせ: 絞り込み交渉型

の例 
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